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平成21年第７回太子町議会臨時会（第422回町議会）会議録 

平成21年11月26日 

午 前 10 時 開会 

                 議  事  日  程 

１ 会議録署名議員の指名 

２ 会期の決定 

３ 諸般の報告 

４ 同意第６号 太子町副町長の選任につき同意を求めることについて 

５ 承認第３号 専決処分したものにつき承認を求めることについて 

        （平成21年度兵庫県太子町一般会計補正予算（第４号）） 

６ 議案第56号 太子町特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

７ 議案第57号 太子町教育委員会教育長の給与等に関する条例の一部を改正する条例の制定に 

        ついて 

８ 議案第58号 一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定について 

                本日の会議に付した事件 

１ 会議録署名議員の指名 

２ 会期の決定 

３ 諸般の報告 

４ 同意第６号 太子町副町長の選任につき同意を求めることについて 

５ 承認第３号 専決処分したものにつき承認を求めることについて 

        （平成21年度兵庫県太子町一般会計補正予算（第４号）） 

６ 議案第56号 太子町特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

７ 議案第57号 太子町教育委員会教育長の給与等に関する条例の一部を改正する条例の制定に 

        ついて 

８ 議案第58号 一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定について 

会議に出席した議員        

  １番   井 川 芳 昭         ２番   清 原 良 典 

  ３番   中 島 貞 次         ４番   服 部 千 秋 

  ５番   長谷川 原 司         ６番   井 村 淳 子 

  ７番   中 井 政 喜         ８番   橋 本 恭 子 

 １０番   花 畑 奈知子        １１番   北 川 嘉 明 

 １２番   上 田 富 夫        １３番   村 田 興 亞 

 １４番   桜 井 公 晴        １５番   佐 野 芳 彦 

 １６番   熊 谷 直 行 

会議に欠席した議員 

   な   し 

会議に出席した事務局職員 

 局     長  上 田 眞 也     書     記  木 村 和 義 

 書     記  肥 塚   馨 

説明のため出席した者の職氏名 

 町     長  首 藤 正 弘     副  町  長  八 幡 儀 則 

 教  育  長  寺 田 寛 文     総 務 部 長  佐々木 正 人 
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 生活福祉部長  丸 尾   満     経済建設部長  冨 岡 慎 一 

 教 育 次 長  塚 原 二 良     財 政 課 長  香 田 大 然 

        ━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━        

議長あいさつ 

○議長（熊谷直行） 開会に先立ちまして、

一言ごあいさつを申し上げます。 

 寒さ日ごとに加わってまいりますが、議員

各位には極めてご健勝にてご参集を賜り、本

日ここに平成21年第７回太子町議会臨時会

（第422回町議会）が開会できますことは、

町政伸展のためまことにご同慶にたえませ

ん。 

 本日招集されました臨時会に付議されます

案件は、人事案件、補正予算、給与改定に伴

う関係条例の改正等であります。いずれも町

政にとって重要な案件でありますので、議員

各位におかれましては、格別のご精励を賜

り、慎重にご審議の上、適切妥当な結論が得

られますようお願い申し上げまして、まこと

に簡単措辞ではございますが、開会のあいさ

つといたします。 

 町長。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

町長あいさつ 

○町長（首藤正弘） 平成21年第７回太子町

議会臨時会（第422回町議会）が開会される

に当たりまして、一言ごあいさつを申し上げ

ます。 

 平成21年もあと一月少々と慌ただしい時節

を迎えようとしておりますが、議員各位にお

かれましては、公私ともご多忙のところ、ご

健勝にて本会議にご出席いただきましたこと

に、厚くお礼を申し上げます。 

 さて、本日の臨時会におきましては、副町

長の人事案件１件、専決処分した補正予算の

承認案件１件、人事院勧告に伴う条例案件３

件の計５件につきましてご審議をお願い申し

上げるものでございます。 

 よろしくお願い申し上げ、まことに簡単で

はございますが、臨時町議会の開会に当たり

ましてのごあいさつとさせていただきます。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

（開会 午前10時02分） 

○議長（熊谷直行） ただいまの出席議員は

15名です。定足数に達していますので、ただ

いまから平成21年第７回太子町議会臨時会

（第422回町議会）を開会します。 

 これから本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手許に配りましたと

おりです。 

 これから日程に入ります。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（熊谷直行） 日程第１、会議録署名

議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第120条の規

定によって、井川芳昭議員、清原良典議員を

指名します。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第２ 会期の決定 

○議長（熊谷直行） 日程第２、会期の決定

の件を議題にします。 

 お諮りします。 

 本臨時会の会期は、本日１日にしたいと思

います。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（熊谷直行） 異議なしと認めます。

したがって、本臨時会の会期は本日１日と決

定しました。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第３ 諸般の報告 

○議長（熊谷直行） 日程第３、諸般の報告

を行います。 

 まず、本日町長から議案等５件が提出され

ました。したがって、議案等はその件名一覧

表をつけてお手許に配っておきましたからご

了承願います。 

 次に、平成21年第６回定例会において議決

され、その取り扱いを議長に一任されており

ました自主共済制度の保険業法の適用見直し

を求める意見書及び中小業者の自家労賃を必
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要経費として認めることを求める意見書につ

きましては、議決後直ちに関係方面に提出

し、その善処方を要望しておきましたのでご

了承願います。 

 次に、監査委員から地方自治法第235条の

２の規定に基づき、平成21年度８月分及び平

成21年度９月分の例月出納検査報告書が提出

されました。したがって、その写しをお手許

に配っておきましたからご了承願います。 

 次に、地方自治法第121条の規定に基づ

き、説明のため本臨時会に出席を求めました

者の職氏名はお手許に配っております一覧表

のとおりです。 

 これで諸般の報告を終わります。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第４ 同意第６号 太子町副町長の 

       選任につき同意を求めること 

       について 

○議長（熊谷直行） 日程第４、同意第６号

太子町副町長の選任につき同意を求めること

についてを議題とします。 

 職員に議案を朗読させます。 

（職員朗読） 

○議長（熊谷直行） 本案について提案理由

の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（首藤正弘） 同意第６号太子町副町

長の選任につき同意を求めることについて説

明を申し上げます。 

 平成17年12月１日より副町長をお願いして

おります八幡儀則氏の任期がこの11月30日を

もって満了となります。引き続き同氏を選任

したいため、地方自治法第162条の規定に基

づき、町議会の同意を求めるものでありま

す。 

 八幡氏の経歴は、参考資料のとおりであり

ますが、ご承知のとおり、行政経験豊富であ

り、人格高潔にして人望も厚く、副町長の適

任者であると考えております。よろしく審議

を賜り、原案のとおり同意いただきますよう

お願い申し上げ、提案説明とさせていただき

ます。 

○議長（熊谷直行） 提案理由の説明が終わ

りました。 

 お諮りします。 

 ただいま上程中の議案は同意人事に関する

案件ですので、議事の順序を省略して、直ち

に採決を行いたいと思います。ご異議ありま

せんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（熊谷直行） 異議なしと認めます。 

 したがって、直ちに採決を行います。 

 これから同意第６号を採決します。 

 この採決は無記名投票で行います。 

 議場の出入り口を閉めます。 

（議場閉鎖） 

○議長（熊谷直行） ただいまの出席議員は

13名です。 

 次に、立会人を指名します。会議規則第

32条第２項の規定によって、立会人に村田興

亞議員及び桜井公晴議員を指名します。 

 投票用紙を配ります。 

（投票用紙配付） 

○議長（熊谷直行） 念のため申し上げま

す。本案を可とする方は賛成と、否とする方

は反対と記載願います。 

 なお、重ねて申し上げます。投票中賛否を

表明しない投票及び賛成が明らかでない投票

は否とみなします。 

 投票用紙の配付漏れはありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（熊谷直行） 配付漏れなしと認めま

す。 

 投票箱を点検します。 

（投票箱点検） 

○議長（熊谷直行） 異状なしと認めます。 

 ただいまから投票を行います。 

 職員が氏名を呼び上げますので、順番に投

票願います。 

（職員点呼、投票） 

○議長（熊谷直行） 投票漏れはありません

か。 

（「なし」の声あり） 

○議長（熊谷直行） 投票漏れなしと認めま
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す。 

 投票を終わります。 

 ただいまから開票を行います。 

 村田興亞議員及び桜井公晴議員、開票の立

ち会いをお願いします。 

（開  票） 

○議長（熊谷直行） それでは、投票の結果

を報告します。 

 投票総数 13票です。 

 投票のうち賛成 ９票、反対 ４票 

 以上のとおり、賛成が多数です。したがっ

て、同意第６号は原案のとおり同意されまし

た。 

 議場の出入り口を開きます。 

（議場開鎖） 

○議長（熊谷直行） この際、副町長に選任

同意されました八幡副町長から発言を求めら

れておりますので、これを許可します。 

 八幡副町長。 

○副町長（八幡儀則） 失礼いたします。 

 ただいま議長から発言のお許しをいただき

ましたので、一言お礼のごあいさつを申し上

げます。 

 ただいま首藤町長から副町長の再任につき

まして同意を求める議案をご提案いただきま

したところ、議会議員の皆様方の温かいご同

意を賜りまして本当にありがとうございまし

た。心から厚く御礼申し上げます。 

 政権交代によりまして国家戦略室の創設、

行政刷新会議における事業の仕分け等、政治

手法が大きく変化しようとしております。

国・県の状況を見きわめながらこれからの政

策を推進する必要があると考えております。

政府は景気低迷により国の平成21年度の一般

会計税収見通しを当初見通しより８兆円減額

修正し、37兆円台とする方針を固めたようで

ございます。 

 本町におきましても、平成20年度の実質単

年度収支は３年ぶりの赤字となり、財政見通

しは危機的な状況でございます。行財政改革

を着実に進め、限られた財源を優先度の高い

事業に充当しながら安全・安心のまちづくり

に努めるとともに、住民の皆様に喜んでいた

だける行政サービスの提供に全力で取り組み

たいと考えているところでございます。 

 そして、首藤町長の補佐役として１期４年

の経験を生かし、職員と一丸となって太子町

の発展と住民福祉の向上のため最善を尽く

し、総合計画の基本目標である“和のまち太

子”の実現に向けて全力を尽くす決意でござ

います。 

 これからも議員の皆様方には今まで以上の

ご支援、ご協力とご指導、ご鞭撻をいただき

ますよう心からお願いを申し上げましてお礼

のあいさつとさせていただきます。本当にあ

りがとうございました。 

○議長（熊谷直行） 八幡副町長の発言は終

わりました。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第５ 承認第３号 専決処分したも 

       のにつき承認を求めることに 

       ついて（平成２１年度兵庫県 

       太子町一般会計補正予算（第 

       ４号）） 

○議長（熊谷直行） 日程第５、承認第３号

専決処分したものにつき承認を求めることに

ついて（平成21年度兵庫県太子町一般会計補

正予算（第４号））を議題とします。 

 職員に議案を朗読させます。 

（職員朗読） 

○議長（熊谷直行） 本案について提案理由

の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（首藤正弘） 承認第３号専決処分し

たものにつき承認を求めることについて説明

を申し上げます。 

 平成21年度一般会計補正予算（第４号）に

ついてでございますが、全国で感染が拡大し

ている新型インフルエンザでございますが、

国が実施する新型インフルエンザワクチン接

種事業の優先接種対象者のうち、医療従事者

に続いて基礎疾患を有する者、妊婦に対する

接種が既に11月２日から実施されておりま

す。このワクチン接種にかかる自己負担につ
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いて、生活保護世帯及び町民税非課税世帯に

属する者に対しては新型インフルエンザワク

チン接種助成事業実施要綱で負担軽減をする

こととしており、その助成を措置する必要が

ありますので、補正予算を11月２日付で専決

させていただいたものでございます。 

 その内容は、歳入歳出予算の総額に歳入歳

出それぞれ2,577万7,000円を追加し、歳入歳

出予算の総額を97億9,154万円とするもので

あります。歳入予算につきましては、新型イ

ンフルエンザワクチン接種費助成事業の財源

として県費４分の３、町費４分の１となって

おり、県補助金、財政調整基金繰入金を追加

しております。 

 歳出予算につきましては、予防費の新型イ

ンフルエンザワクチン接種費助成事業費で扶

助費と事務費を追加しております。慎重なる

審議を賜り、原案のとおり承認いただきます

ようお願い申し上げ、提案説明とさせていた

だきます。 

○議長（熊谷直行） 提案理由の説明が終わ

りました。 

 これから質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 服部千秋議員。 

○服部千秋議員 歳出の印刷製本費追加、通

信運搬費追加、これは新型インフルエンザ関

連のものでしょうか、それ以外でしょうか。

これについて説明してください。 

○議長（熊谷直行） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（丸尾 満） 事務費の関係

でございますが、いずれも新型インフルエン

ザに関する事務費でございまして、印刷製本

に係りましては証明書、俗に言います非課税

証明、それから生活保護証明、この証明書の

印刷費でございます。 

 また、通信運搬費につきましては、たつの

市並びに太子町、このたつの市揖保郡医師会

外の医療機関で予防接種をされた方につきま

しての通信用の郵送関係の費用でございま

す。 

 以上です。 

○議長（熊谷直行） ほかに質疑はありませ

んか。 

 桜井公晴議員。 

○桜井公晴議員 専決処分をするに当たって

は議会のほうにも事前の協議がありましたの

でそれはいいといたしまして、11月２日から

今日までこれの、いわゆる活用ですね、活用

されている実態、わかりますか、それを説明

いただくことと、それからやはり提案説明っ

ていうのは少なくとも、先ほども説明があり

ましたように、生活保護あるいは町民税の非

課税世帯、それの2,577万7,000円に対応する

対象と目される予定するものの内訳について

も説明をするべきだと思うんです。説明を求

めます。 

○議長（熊谷直行） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（丸尾 満） まず、専決の

活用の実態でございますが、まだ実数的には

請求というのが参っておりません。それぞれ

医療機関のほうでこの11月では妊婦さんと、

それから基礎疾患を有する方が対象になって

おりますが、まだ請求が参っておりません。

ただ、税務課サイドでの非課税証明の発行の

状況でございますけれども、きのう現在で

49件の証明書が出ております。 

 その対象の予定者数のお尋ねでございまし

たんですが、これにつきましても大体国が当

初示してきた数字は人口の約３割がこういっ

た負担軽減の対象になるだろうという数値が

ございまして、私どもも大体対象者数をはじ

いたわけでございますが、ただ基礎疾患を有

する方につきましては情報がございませんの

で、なかなか数値の把握というのは難しゅう

ございます。総数では4,175人の数を見込み

ました。それぞれの優先対象者の区分ごとに

よってそれぞれあるんですが、そのうちで学

童の関係でございますが、１歳から就学前の

方につきましては対象者数が大体2,145人ご

ざいまして、そのうち負担軽減となる方が大

体640ほどということでございまして、対象

者の総数が太子町の人口３万4,200余りでご

ざいますが、そのうちの１万4,000人を対象
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と見込みまして、そのうちの負担軽減、今回

の専決の対象としております方が4,175人で

ございます。 

 歳出の扶助費につきましても、１回目が

3,600円、２回目が2,550円の合わせて

6,150円、それに4,175人分ということでの歳

出予算でございます。 

 以上でございます。 

○議長（熊谷直行） ほかに質疑はありませ

んか。 

 中井政喜議員。 

○中井政喜議員 私はこのインフルエンザの

ワクチンの接種事業について当然やるべきだ

と思ってますし、またこの該当する方々にど

ういう方法でもって通知をしていくのか、そ

ういったとこら辺のことの説明をいただきた

いと思います。例えば、基礎疾患を有する方

とか妊婦の方、低所得者等々あるわけですけ

れども、中には高齢者の方もいらっしゃると

思いますし、そういった中でその通知を本人

あてにどういうスタイルでやっていくのかだ

け説明をいただきたいと思いますが、よろし

くお願いします。 

○議長（熊谷直行） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（丸尾 満） 対象者の方そ

れぞれ個々に通知ということはございませ

ん。広く国のほう、県のほう広報しておりま

すし、本町におきましてもホームページ並び

に町報のほうでご紹介をしておるというとこ

ろでございますが、ただ学童の小学校低学年

につきましては来月12月に個別的集団接種と

いうことで集団接種体制をしいておりますの

で、この１年生から３年生の児童につきまし

ては各家庭に、俗に言います通知といいます

か、をさせていただいておるところでござい

まして、それ以外につきましては今のところ

はこういったカテゴリーというような、区分

というところでお知らせをしておるというと

ころでございます。 

 以上です。 

○議長（熊谷直行） 中井政喜議員。 

○中井政喜議員 各個人あてには通知はしな

いということでございますけれども、やはり

高齢者の方、またひとり住まいで高齢者の方

に対しては何らかの方法等を講じるべきでな

いかと、私はこのように思うんですけれど

も、当局で一度ご検討いただきたいなと、こ

のように感じているんですけども、いかがで

しょうか。 

○議長（熊谷直行） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（丸尾 満） 個人通知につ

きましては考えておりませんけれども、今盛

んにちまたのほうでも言われておりますの

で、全然全く行き届かないということはない

と思っておりますが、再度通常のひとり暮ら

しの方を取り巻く環境といいますか、それぞ

れ地域の方、民生委員さんの方、いろいろ携

わっていただいておりますので、またその辺

検討したいというふうに考えます。 

 以上です。 

○議長（熊谷直行） ほかに質疑はありませ

んか。 

 上田富夫議員。 

○上田富夫議員 インフルエンザは今のとこ

ろ集団的には発生してないんですけども、仮

にもしこれから本格的な冬に向かって集団で

発生したときに個々の医療機関では対応がで

きないということはテレビ等でも盛んに言わ

れとるわけなんですけれども、例えばある一

定の場所を設けて、そこに医師をそこへ集約

して集団でやると、したがってそのワクチン

の、今何か10人分ぐらいの大きな容量のワク

チンで対応するということらしいんですけれ

ども、それにはやっぱり個々の病院では余っ

たりとか、余って廃棄せないかんとかという

ようなそんな問題もあるんで、やはりできる

だけ集団でやりたいというようなことが報道

されておるわけなんですけれども、太子町の

場合に、もしそういう集団で対応せないかん

というような場合にそういう一応の準備とい

いますか、マニュアル的なものはできており

ますか。お尋ねします。 

○議長（熊谷直行） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（丸尾 満） 集団発生の状
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況、俗に言います危機管理の一環でございま

すが、集団発生、蔓延状況を呈したというこ

とでございますが、その際のまず医療機関に

つきまして、今議員さんのほうからもいっぱ

いいっぱいになるだろうということなんです

が、具体にこうというところは至っておりま

せんが、やはり公共施設等の活用ということ

が言われておりますので、体育館、また会館

等々での対応ということが考えられます。 

 また、医療機関の状況につきましても、こ

れまでも既に休日夜間の受診者というのが非

常に増えてきておる市町がございまして、非

常にキャパシティーもいっぱいいっぱいとい

うところでございますので、それぞれの開業

医さんのほうへの、俗に言います時間外の延

長診療と、また休日の臨時診療といったこと

での対応、また休日夜間センターの拡充とい

いますか、執務される先生の拡充といったこ

とがメニューに上がってきております。そう

いうことでございます。 

○議長（熊谷直行） ほかに質疑はありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（熊谷直行） ないようですので、こ

れで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（熊谷直行） 討論なしと認めます。 

 これから承認第３号を採決します。 

 この採決は挙手によって行います。 

 本案は承認することに賛成の方は挙手願い

ます。 

（挙手全員） 

○議長（熊谷直行） 挙手全員です。したが

って、承認第３号は承認することに決定しま

した。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第６ 議案第５６号 太子町特別職 

       の職員の給与に関する条例の 

       一部を改正する条例の制定に 

       ついて 

  日程第７ 議案第５７号 太子町教育委 

       員会教育長の給与等に関する 

       条例の一部を改正する条例の 

       制定について 

  日程第８ 議案第５８号 一般職の職員 

       の給与に関する条例等の一部 

       を改正する条例の制定につい 

       て 

○議長（熊谷直行） 日程第６、議案第56号

太子町特別職の職員の給与に関する条例の一

部を改正する条例の制定についてから日程第

８、議案第58号一般職の職員の給与に関する

条例等の一部を改正する条例の制定について

までを一括議題とします。 

 職員に議案を朗読させます。 

（職員朗読） 

○議長（熊谷直行） 順次、提案理由の説明

を求めます。 

 町長。 

○町長（首藤正弘） 議案第56号から議案第

58号までの条例改正について一括して説明を

申し上げます。 

 去る８月11日に人事院より国家公務員の給

与改定等についての勧告がありました。本年

度の人事院勧告の主な内容として１点目に、

民間給与との格差マイナス863円、マイナス

0.22％を解消するため、初任給を中心とした

若年層を除いた職員を対象として平成21年

12月１日から給料表を改定し、給料月額を平

均0.2％引き下げることであります。 

 また、民間との給与比較は４月を基準とし

て実施されますので、その調整を図るため、

12月期の期末手当において、平成21年11月ま

でに支給した給与については４月給与に調整

率マイナス0.24％を乗じて得た額に４月から

11月までの月数８月を乗じて得た額と６月期

に支給した期末勤勉手当に調整率マイナス

0.24％を乗じて得た額との合計額を減額する

ことであります。 

 ２点目に、期末勤勉手当の支給月数を民間

の支給割合4.17月に準じて年間で0.35月引き

下げることであります。 
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 ３点目に、住宅所有者に係る住居手当を廃

止することであります。 

 ４点目に、長時間労働を抑制し、職員の健

康確保や仕事と生活の調和を図ることを目的

とする労働基準法の改正を受け、平成22年４

月１日より月60時間を超える超過勤務の時間

外勤務手当の支給割合を引き上げること。ま

た、当該支給割合と本来の支給割合の差額分

の支給にかえて、勤務することを要しない

日、また時間を指定する制度を新設すること

であります。この勧告に基づき国の給与関係

法律の一部を改正する法律が10月27日に国会

に提出されたことに伴い、これに準じて地方

公務員の給与においても同様の改正を実施す

るものでございます。 

 最初に、議案第56号太子町特別職の職員の

給与に関する条例の一部を改正する条例の制

定についてでございますが、期末手当の支給

率を引き下げるものでございます。６月期の

期末手当の支給月数を0.2月引き下げ、

2.125月を1.925月とし、12月期の期末手当の

支給月数を0.15月引き下げ、2.275月を

2.125月とするものでございます。なお、

21年６月期の期末手当につきましては、５月

の条例改正において暫定措置として1.925月

の支給としたところでございます。 

 また、議会議員の期末手当についても議会

の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条

例第６条第２項で当条例の例によることとな

っているため、同様となります。 

 施行日については、12月１日としておりま

す。 

 次に、議案第57号太子町教育委員会教育長

の給与等に関する条例の一部を改正する条例

の制定についてでございますが、特別職の給

与条例と改正内容が同じでございますので、

省略させていただきます。 

 次に、議案第58号一般職の職員の給与に関

する条例等の一部を改正する条例の制定につ

いてでございますが、給料の引き下げ、期末

勤勉手当の引き下げ、住宅所有者に係る住居

手当の廃止、時間外勤務手当の支給割合の改

正、時間外勤務代休時間の新設を改正内容と

し、一般職の職員の給与に関する条例、職員

の勤務時間等に関する条例、一般職の職員の

給与に関する条例の一部を改正する条例の３

条例を改正するものでございます。 

 本条例の詳細につきましては、副町長より

ご説明させていただきます。 

 以上、議案第56号から議案第58号までの条

例の改正についての提案説明とさせていただ

きますが、よろしくご審議を賜り、原案のと

おり議決いただきますようお願い申し上げ、

提案説明とさせていただきます。 

○議長（熊谷直行） 副町長。 

○副町長（八幡儀則） 議案第58号一般職の

職員の給与に関する条例等の一部を改正する

条例の制定について詳細説明を申し上げま

す。 

 それではまず、第１条改正、一般職の職員

の給与に関する条例の一部改正についてです

が、第19条第２項におきまして期末手当を

12月で0.1月引き下げております。 

 次に、第20条第２項におきまして勤勉手当

を0.05月引き下げております。 

 次に、給料表の改正について別表第１を改

め、初任給を中心とした若年層を除いた職員

に係る給料月額を改定しております。平均改

定率はマイナス0.2％でございます。対象と

なる号給については、１級56号給、２級24号

給、３級８号給より上位の号給であり、対象

職員は若年層職員20名を除いた175名でござ

います。 

 次に、第２条改正について説明を申し上げ

ます。 

 第11条の２第２項の改正により、住宅所有

者に係る住宅手当を廃止する改正を行ってお

ります。 

 また、附則第18項において住宅所有者に対

して月額3,500円を支給するとしております

住宅手当支給の特例に係る規定を削除してお

ります。本町においては73名が対象となりま

す。 

 次に、第13条で時間外勤務代休時間及び代
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休日について給与を減額対象から除外いたし

ております。 

 次に、第14条は時間外勤務手当の支給率の

引き上げと時間外勤務代休時間の調整規定で

ございます。第４項で月60時間を超える時間

外勤務手当の支給割合を100分の150に引き上

げること、第５項で当該支給割合と本来の支

給割合の差額分の支給にかえて時間外勤務代

休時間を指定され勤務しなかったときは、差

額分の時間外勤務手当を支給しないこととす

る規定を追加しております。 

 次に、第19条第２項で６月の期末手当を

0.15月引き下げております。第１条の改正と

合わせまして期末勤勉手当の年間支給率は

4.5月から4.15月に改正されます。 

 なお、６月支給分については５月の人事院

勧告に基づきまして５月臨時議会において附

則にて条例改正を行い既に0.2月分減額して

支給しましたが、このたび本則において支給

率の改正を行うものでございます。 

 給与改定及び期末勤勉手当の支給率の引き

下げに伴います12月支給分の期末勤勉手当は

約1,200万円の減額となります。 

 次に、第３条改正、職員の勤務時間等に関

する条例の一部改正でございます。 

 第８条の４において時間外勤務代休時間制

度を規定しております。 

 第２条の給与条例の改正で月60時間を超え

る時間外勤務手当の支給割合を100分の150に

引き上げておりますが、月60時間以下との支

給割合の差額分の支給にかえて健康確保のた

め勤務を要しない時間を指定することを規定

したものでございます。 

 次に、第４条改正、一般職の職員の給与に

関する条例の一部を改正する条例の一部改正

でございます。 

 平成18年に実施された給与構造改革により

給料が大幅に引き下げられ、給料の切りかえ

に伴う経過措置として現給との差額を支給す

ることとなっておりますが、今回の減額改定

に伴いましてこの適用を受けている職員につ

いては、現在支給している給料月額に100分

の99.76を乗じて得た額を新たな支給額とす

るよう附則第７項で改正いたしております。 

 次に、附則についてですが、第１項におい

て条例の施行日につきましては平成21年12月

１日から施行することとしておりますが、第

２条、第３条の規定は平成22年４月１日から

施行することとしております。 

 次に、附則第２項についてでございます

が、平成21年11月分まで支給した給与及び期

末勤勉手当につきましては、平成21年12月の

期末手当において減額調整することとなって

おり、調整方法について規定したものでござ

います。 

 なお、行政職１級56号給まで、２級24号給

まで、３級８号給までの若年層職員につきま

しては民間との格差がないので対象外となっ

ております。 

 以上で詳細説明を終わらせていただきま

す。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（熊谷直行） 提案理由の説明が終わ

りました。 

 これから質疑を行います。 

 質疑は、議事の都合によって１議案ごとに

行います。 

 まず、上程中の議案第56号太子町特別職の

職員の給与に関する条例の一部を改正する条

例の制定についての質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 服部千秋議員。 

○服部千秋議員 人事院勧告に基づくだけで

なくみずから町長、もう少し給与を下げられ

るご意思はありませんか。 

○議長（熊谷直行） 町長。 

○町長（首藤正弘） 今のところそういうこ

とは考えておりません。 

 以上です。 

○議長（熊谷直行） ほかに質疑はありませ

んか。 

 桜井公晴議員。 

○桜井公晴議員 今質疑がありましたけれど

も、今回提案されております給与改正関係で

は人事院の勧告というのが基本的にはありま
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すけれども、先ほども質疑がありましたよう

に、今住民の暮らしっていうのは貧富の差が

ますます拡大をしておりまして、同時にデフ

レスパイラルとも言われるようなこともあり

ますけれども、極めて厳しい生活の実態があ

ると、このように考えます。 

 そういう中でやはり特別職は、今次提案で

もありますように、一般職においては給与表

の改定で給与そのものが若年層を除いて引き

下げられると、こういうようなことになりま

す。しかし、特別職については、議員ももち

ろんこれに準ずる形ですからそうなんであり

ますが、説明でもありますように、また提案

でもありますように、期末手当の減額と、こ

ういうような形で対応をするわけですから、

給与の減額よりも私は期末手当等の改定のほ

うが軽いと、このように思います。そういう

点から、特別職は住民の暮らしも考え、また

町内の給与所得者等の実態とも勘案をして、

給与等においても減額をする必要があると、

このように考えます。そういう点について、

さらにやっぱり考えるべきだと、今のところ

考えていないと、こういうようなことであり

ますけれども、考えた対応こそが今求められ

ているように思うんですが、再度その点につ

いての説明を求めます。 

 一般職の関係では、あと伺いたいと思いま

すが、共通との絡みもありますので、あえて

このときに伺っておきたいと思いますが、や

はり一般職も同じように本町に暮らされる住

民の所得実態、そういうものと比較しながら

町の職員もその中の一員としての給与実態に

合わせるような形が必要かと思うんです。今

給与表等の改正は、先ほども説明がございま

したように、一部20名ほどですかね、全体と

しては対象から省かれる若年層等があるよう

ですけれども、実際に本庁で、例えば

1,000万円を超える所得を得る者は、年間で

すよ、そういう点で見たらどうかということ

も何名ほど存在するかということも説明を受

けたり、それからそれぞれの給与表に基づい

てどこにランクしているのか分布もあわせて

説明を求めます。 

○議長（熊谷直行） 町長。 

○町長（首藤正弘） 特別職の給与の件でご

ざいますが、実際そしたらどういう基準でそ

ういう根拠を出してくるのかなかなか難しい

問題であろうと、このように考えるところで

ございます。ご承知だろうと思います、勤務

時間数等々を換算していきますと、果たして

これがどうこうという、実態的にどうであろ

うかということを考えますと、なかなかそう

いうところまで引き下げるというのはいかが

なものであろうかという思いがするところで

ございます。我々首長会議でもこうした問題

についてもいろいろ議論をするところでござ

いますが、実際そうしたら何を根拠に、また

どの程度というのも非常に不透明でございま

して、実態等々いろいろと考え合わせますと

妥当な線であるんではないかなという思いが

いたしております。これ私一人のことではな

くして特別職全般的に考える中でやはり今の

実態を考えますと、それ相当の、応分の額で

はないかというふうに考えております。そう

したところを十分に今後も精査をしていきた

いと、このように考えるところでございま

す。 

 以上です。 

○議長（熊谷直行） 総務部長。 

○総務部長（佐々木正人） 太子町における

1,000万円を超える者の分布ということでご

ざいますが、その実態については今現在はわ

かりません。調べておりません。 

○議長（熊谷直行） 桜井公晴議員。 

○桜井公晴議員 そんなにいないんでしょう

けどね、何人かおるんですかな、年収でね。

いや、町の職員ですよ。だから、分布はすべ

ての太子、いわゆる分布表に基づいて職員の

給与表が一応は改正に際して変わるんですけ

ども、変わった分布というのもありますわ

ね、これの分布表に基づいて対象外とされる

者の本町職員の給与表の位置っていうのが分

布がなかったら給与が計算できませんので、

それは出てくるし、トータル期末手当等を含
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めて1,000万円を超える者が何人おるかと、

こういうようなことはわかっているはずや

ね。だから、その説明はあとしてください。 

 それから、町長、私はちょいちょいここで

は言うわけですが、基準っていうのはやはり

住民の暮らしとのかかわりにおいてというこ

とが基本的なことだろうと。特別職も少なく

ともここで論議されるというのは、町長並び

に副町長、さらに後の議案にある一般職の位

置づけではありますけれども教育長、それか

ら非常勤の特別職、議会議員、そういうこと

に絡んでまいります。前には８％を減額する

っていうことでやってまいりました。そうい

う点も含めて少なくとも全体の暮らし向きが

厳しい中で特別職もみずから対応していく

と、こういうことが必要であると思うんで

す。だから、実際に給与の面において、先ほ

ど1,000万円ということを言いましたけれど

も、基本的に言えば、特別職としてやってい

く中でそれほど高額なものを得なくても仕事

は十分できるんではないかと、こういうよう

なことを思いますので、思い切った引き下げ

をすべきだと、一応私1,000万円という言い

方しましたけれども、その辺のところが適当

なところでないかと、こういうようなことを

思いますので、再度伺います。 

○議長（熊谷直行） 町長。 

○町長（首藤正弘） 先ほども申し上げまし

た、やはりそれぞれの必要経費等々も考えな

ければいけないということも思います。それ

から、先ほどの質問にございますように、以

前は８％等々のカットということもさせてい

ただきました。しかし、この公務員なり特別

職等々もそうして特に同じ内容の労働力とい

うことはこの中では適用されないということ

で、残業、また超勤、そうしたものは全くご

ざいません。そうした中での取り組み、やは

り最終的に考えるのはもう決案以外にはない

と、このように考えるところでございます。

むやみにそういうところを引き下げるから

と、引き下げていいかどうかというところも

慎重に議論しなければいけないと、このよう

に考えるところでございます。 

 以上です。 

○議長（熊谷直行） 総務部長。 

○総務部長（佐々木正人） 1,000万円を超

える職員がいるかということでございます

が、一般職員に関しましてはゼロでございま

す。1,000万円を超えておるとすれば特別職

のみだと考えております。分布図の手持ち資

料はございませんが、職員の給与としまして

は200万円台から最高で800万円台というとこ

ろでございます。 

○議長（熊谷直行） ほかに質疑はありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（熊谷直行） ないようですので、こ

れで質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 ただいま議題となっています議案第56号

は、会議規則第39条の規定によって、お手許

に配りました議案付託表のとおり総務常任委

員会に付託することにしたいと思います。ご

異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（熊谷直行） 異議なしと認めます。

したがって、議案第56号は総務常任委員会に

付託することに決定しました。 

 続いて、上程中の議案第57号太子町教育委

員会教育長の給与等に関する条例の一部を改

正する条例の制定についての質疑を行いま

す。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（熊谷直行） 質疑なしと認めます。 

 お諮りします。 

 ただいま議題となっています議案第57号

は、会議規則第39条の規定によって、お手許

に配りました議案付託表のとおり総務常任委

員会に付託することにしたいと思います。ご

異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（熊谷直行） 異議なしと認めます。

したがって、議案第57号は総務常任委員会に
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付託することに決定しました。 

 続いて、上程中の議案第58号一般職の職員

の給与に関する条例等の一部を改正する条例

の制定についての質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 服部千秋議員。 

○服部千秋議員 何点かお尋ねをいたしま

す。 

 まず、初任給を含む若年層を除いているの

が民間との差がないからであると先ほど言わ

れているのですが、その根拠を示していただ

けたらありがたいと思います。本当にそうな

のかどうなのかということをわかりやすく説

明してもらえたらありがたいです。 

 それから、60時間を、これ月でしょうか、

60時間を超える残業について、この100分の

150ということなんですが、これに当たって

る現在の実態としてここまで職務をされてい

る職員は、今からさかのぼって１年でも結構

ですし、昨年度でも結構ですけど、どれぐら

い人数がいるのかというのが第２点目であり

ます。 

 それから第３点目、先ほどの質問とも関連

するのですが、この建物のそばを通ります

と、以前ここでもちょっと言ったことがある

んですが、10時を超えても電気がついて、そ

れでまたこういうことを職員と話していた

ら、いや、日がかわってもやっとることもあ

りますということを言われてまして、その電

気がついてる場所というのは大体特定の課に

なっている、特定というか、幾つかのところ

になっているんですけれども、ここに長時間

労働を抑制しという部分もあるんですが、仕

事の内容について、その調整が、いっときそ

ういうふうに重なることはあるのはその課の

内容によりそういうことがあるのも承知して

おりますけれども、仕事の内容の調整という

ものを各課長が、ここには課長は財政課長以

外おられませんが、それぞれの所属課長はこ

ういう、どうも見ておりますと電気が遅くま

でついていることがありますので、そういう

調整は所属の長としてどのようにされている

のでしょうかということと、それから例えば

10時過ぎてとか、夜中12時回ってとかおられ

る場合、それが残業手当になっているのかな

っていないのか、そこまでも私は聞いたこと

はございませんけれども、その内容によって

は多分ついていて、内容によってはご本人さ

んが申告されないというようなこともあるの

ではないかと思うんですが、その辺の実態は

夜10時過ぎてとか、12時回っても電気ついて

るけれども、そういう場合も残業手当がどの

程度の割合で払われているのでしょうか。 

○議長（熊谷直行） 総務部長。 

○総務部長（佐々木正人） まず、若年層の

対象外の根拠ということでございますが、こ

れは人事院の勧告受けまして準拠しておりま

して、人事院のほうではその１万1,100の事

業所からの抽出ということでございます。そ

して、その民間との給与比較をした結果若年

層についてはそういった差がないということ

の根拠だけでございます。 

 それと、60時間を超える対象者でございま

すが、これは年間を通じてでなしに１月当た

りの60時間ということで、その中でやはりそ

ういった所管によりましては、例えば税務課

でしたら確定申告時とか、いろんなその分野

分野がございますので、そういった時期にや

はり超える分はございます。対象としては約

40名ほどございます。 

 それと、仕事内容の調整でございますが、

これは各課長のほうで超勤する場合は事前に

話をして、どういった業務をするかというこ

とでの了解を得てやっております。超勤とし

ましては当然勤務しておりますので、対象と

なっております。 

○議長（熊谷直行） 服部千秋議員。 

○服部千秋議員 遅くまで仕事をされてる方

に、ほんなら次の日同じように出勤されてい

るんですかって聞いたことがあります。そし

たら、していますということで、いやこれ体

が本当に大丈夫かなというのを本当に私はそ

のとき聞いて思ったんですね。これを続けて

いると、たまにであれば、たまと言われるか
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もしれませんが、特定の課がそういうことが

時期的にはあるものですから。遅くまで仕事

をされて、次の日も出勤時間来てすぐしなき

ゃいけないと。それで、本人さんが休憩する

時間が多分ほとんどそれであればないことに

なり、また反対に言うと、職場に来られてぼ

うっとされていてもこれは反対にもう困りま

す。だから、状況にもよると思うんですが、

余りにも特定の職員が遅くまでなって、ここ

に書いてありますように、この職員の健康確

保や仕事と生活の調和を図ることを目的とす

るということが損なわれないように今後注意

していただけたらということを申し上げてお

きます。 

○議長（熊谷直行） これ、答弁は。 

（服部千秋議員「いえ」の声あり） 

 ほかに質疑はありませんか。 

 上田富夫議員。 

○上田富夫議員 人事院の勧告ということで

公務員はスト権ないですからやむを得んと思

うんですけれども、ただ１万社余りのを参考

にしたということなんですけれども、日本の

企業の99.7％は中小企業、中小零細企業です

ね、大企業というのはもう後の0.3％くらい

が比率になっとるわけなんですけども、行政

というのはやっぱり一応大企業並みの給与水

準という考え方なんでしょうか。その辺はど

ういうふうなお考えをされとんのかお尋ねし

ます。 

○議長（熊谷直行） 総務部長。 

○総務部長（佐々木正人） なかなかちょっ

と難しい質問でございますが、やはり太子町

の場合でしたら200名の職員ということでご

ざいますので、大企業といった部類には入っ

てないという感覚でございます。その３％ほ

どの全国の大企業ということでございますの

で、各それぞれの地方自治体にとりましては

大企業とは言えないと思っております。 

○議長（熊谷直行） 上田富夫議員。 

○上田富夫議員 多分大企業と比べるとレベ

ルは低いと思いますね、太子町の給与水準

は。ただ、仕事の面からいうたら楽ですわ

ね。大企業ほどの濃密な仕事内容ではないと

思います。私がじっと見とるんではまだまだ

甘いというところあるんですけれども、だか

ら一概に仕事と給与と、高いか安いか、楽か

えらいかというのはなかなか判定難しいんで

すけれども、ただ住民として、納税者として

の立場からいいますと、やっぱりそこが余り

乖離があると、特に県とか国と違って町の場

合はほんまに毎日の実態が見えてますから、

議員もそうですけれども、職員の場合もほと

んど町内で顔を知られて、いろんな行動が知

られるという非常に窮屈なとこもあると思う

んで、なかなか大変だと、そういう面では大

変だと思うんですけれども、しかし一方で考

えたら、それだけ仕事をきちっとやっておれ

ば住民の評価は得られるという、そういうこ

ともあるわけなんで、私は給与が高いとか安

いとか言いませんけれども、ただ問題はその

人たちの能力を、私は100％その職員の能力

を引き出しとるかというと、必ずしもそうで

はないんではないかと思うんです。ですか

ら、その辺の能力を引き出すというのはやっ

ぱり管理といいますか、上の責任なんです

ね。そこんとこが私はもう少しやっぱり機能

せないかんのと違うかなということを思って

います。だから、今町長が給与のことを考え

てないというようなことをおっしゃったけど

も、そうでなしにやっぱり考えてないという

よりは自分の考えはこうなんやということを

きちっと、いい悪いはまた別の話なんで、た

だ考えとしてこうだというようなことを打ち

出して、だから職員もやりなさいよという、

そういうやっぱり指導力というか、そういう

ものが非常に大事やと思うんで、その辺につ

いて、やっぱりそれは言葉も大事ですけれど

も、自分の行動も含めて給与ということも非

常に、人間というたらおかしなもんで、お金

のことにまつわると、一番関心があるという

か、そういうことになると思うんで、今のこ

の日本の置かれておる、いわゆる太子町もそ

うなんですけれども、置かれている立場から

いえば、この辺で少しやっぱりそういう面で
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指導力を発揮される、ある種チャンスやない

かと思うわけなんですけども、その辺につい

て少し町長の考えをお聞かせいただきたいと

思います。 

○議長（熊谷直行） 町長。 

○町長（首藤正弘） まず、第１点でござい

ますが、我々のこの太子町の行政がどの規模

に、大企業と思われておるか、中企業か、そ

ういう私は物差しではないと思います。特に

企業等々はすべての面で利潤を追求いたして

おります。我々はサービスを提供する分野、

特に公務員っていうんはそういうところで住

民の福利厚生、そうした面を十分に考えてい

かなければいけない、あくまでも利潤を追求

するものではないと。しかしながら、給与

等々につきましてはそうして人事院勧告等に

基づいて我々はそれに準拠して支給いたして

おります。その中での取り組み、職員のやる

気等々の問題、これは私はバブル期であろう

と景気低迷のときであろうとやはり公務員と

しての、地方公務員としての責務、それはし

っかりと果たしていかなければいけない、こ

のように考えるところでございまして、その

知恵と申しますか、それぞれの分野で私は職

員はやってくれておるというふうに考えてお

ります。やはり目につくところがあれば、私

自身もその都度指摘もし、やってきておると

ころでございます。そうした意味におきまし

て、私は企業と我々行政、公務員との差とい

うのはそこにあるんではないかと、このよう

に考えております。我々は今のところ、現在

はやはり人事院の勧告に基づいて推移してい

く、これが基本というふうに考えておるとこ

ろでございます。 

 以上です。 

○議長（熊谷直行） ほかに質疑はありませ

んか。 

 中井政喜議員。 

○中井政喜議員 １点だけお尋ねをします。 

 まず、一般職の職員の給与に関する条例改

正なんですけれども、その中で今回の改正で

試算した金額というところでお尋ねをします

が、まず給料の引き下げの金額は試算されて

幾らほどになってるのかと、それと期末勤勉

手当の試算した金額、また住居手当の試算し

た金額、それと時間外勤務手当の試算した金

額とをもし試算されておれば説明をいただき

たいんですが、いかがでしょうか。 

○議長（熊谷直行） 総務部長。 

○総務部長（佐々木正人） これは12月の補

正で出させていただきますが、一応給与の４

月にさかのぼっての給与改定による減額とい

うことでございまして、これは12月から３月

までが引き下げに伴います金額としまして約

40万円ぐらいの給与でございます。 

 それと、賞与に関しましては、期末、勤勉

合わせまして、先ほど申しました約1,200万

円という金額でございます。 

 時間外につきましては、これは条例の改正

をして来年４月から施行する分でございます

ので、影響としての額ははじいておりませ

ん。 

○議長（熊谷直行） ほかに質疑はありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（熊谷直行） ないようですので、こ

れで質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 ただいま議題となっています議案第58号

は、会議規則第39条の規定によって、お手許

に配りました議案付託表のとおり総務常任委

員会に付託することにしたいと思います。ご

異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（熊谷直行） 異議なしと認めます。

したがって、議案第58号は総務常任委員会に

付託することに決定しました。 

 この際、委員会審査のため暫時休憩いたし

ます。 

（休憩 午前11時17分） 

（再開 午後１時44分） 

○議長（熊谷直行） 休憩前に引き続き会議

を開きます。 

 休憩前に委員会に審査を付託いたしました
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議案第56号太子町特別職の職員の給与に関す

る条例の一部を改正する条例の制定について

から議案第58号一般職の職員の給与に関する

条例等の一部を改正する条例の制定について

までを一括議題とします。 

 これらの議案３件については、所管の総務

常任委員会に付託して、休憩中にご審査いた

だいておりますので、これから上程中の議案

に対する委員会の審査報告を求めます。 

 総務常任委員会委員長服部千秋議員。 

○服部千秋議員 それでは、本委員会に付託

のありました３つの議案につきまして報告を

いたします。委員会審査報告書を読みながら

報告をいたします。 

 なお、委員と当局の質疑答弁につきまして

は後日文書で配付いたしますが、本日は口答

にて委員会で出ました内容について幾つかご

紹介をいたします。 

 では、委員会審査報告書を読み上げます。 

 委員会審査報告書。 

 本委員会に付託の案件を審査した結果、下

記のとおり決定したから、会議規則第77条の

規定により報告します。 

 記。１、審査した事件、議案番号、議案第

56号。付託年月日、平成21年11月26日。件

名、太子町特別職の職員の給与に関する条例

の一部を改正する条例の制定について。審査

結果、可決すべきもの。少数意見の留保、な

し。２、審査年月日、平成21年11月26日

（木）午前11時25分から午後０時12分。３、

審査経過及び結果、審査結果は全員賛成によ

り可決すべきものと決した。 

 また、附帯意見として次の２点をつけさせ

ていただきます。 

 特別職等については町独自で検討し、さら

に引き下げること。議員については特別職に

準ずる規定を削除し、みずから決定するこ

と。 

 議案第56号の中で出ました質疑答弁につい

てご紹介をいたします。 

 委員、特別職の給与を下げることを考える

べきではないか。 

 当局、現状を考えると下げることは考えて

いない。 

 委員、職員300人中200人が正職員で、

100名はそうでない、これは大体の人数です

けれども、職員の中でも格差社会ができたの

かなと思う。所得のある町民の３人に２人が

課税標準額200万円以下の所得だ。その辺も

考えて下げるべきではないか。 

 当局、何度も申し上げているが、民間と比

べて本当にどうかということもなかなか難し

い面があると思う。民間は利潤のあるときは

ハイレベルの給与だが、我々はそういうこと

はない。公務員のバッシングは不景気なとき

に起こるものだ。与えられた仕事をこなし、

住民の負託にこたえるべきではないかと思

う。 

 以上のような質疑答弁がございました。 

 続きまして、議案第57号に移らせていただ

きます。 

 委員会審査報告書。 

 本委員会に付託の案件を審査した結果、下

記のとおり決定したから、会議規則第77条の

規定により報告します。 

 記。１、審査した事件、議案番号、議案第

57号。付託年月日、平成21年11月26日。件

名、太子町教育委員会教育長の給与等に関す

る条例の一部を改正する条例の制定につい

て。審査結果、可決すべきもの。少数意見の

留保、なし。２、審査年月日、平成21年11月

26日（木）午前11時25分から午後０時12分。

３、審査経過及び結果、審査結果は賛成多数

により可決すべきものと決した。 

 附帯意見、特別職等については町独自で検

討し、さらに引き下げることを附帯意見とし

てつけさせていただきます。 

 議案第57号の審査において出ました中から

質疑答弁をご紹介いたします。 

 委員、昨日仕分け人のことをＢＳテレビで

見ていた。聞いてびっくりのことが多い。ほ

とんどのことが規制を変えれば地方でやれる

とのことであった。太子町教育長は県が、国

がこう言ってると言っている。教育長の人選
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は本当によかったのか。現在の教育長に給与

を出してよいのかと思う。一部改正どころで

はないほど教育長に不信を持っているが、ど

うか。 

 当局、補助等の関連もあり、末端行政は

国、県の補助に適合できるようやっていかな

ければならないと思う。教育長は６月に選任

し半年だ。これから力量を発揮していただけ

るのではないかと期待している。教育畑から

教育長に選任され戸惑いがあるかと思うが、

教育長と連携しつつ任を果たしてもらうこと

を期待している。 

 続きまして、議案第58号に移らせていただ

きます。 

 委員会審査報告書。 

 本委員会に付託の案件を審査した結果、下

記のとおり決定したから、会議規則第77条の

規定により報告します。 

 記。１、審査した事件、議案番号、議案第

58号。付託年月日、平成21年11月26日。件

名、一般職の職員の給与に関する条例等の一

部を改正する条例の制定について。審査結

果、可決すべきもの。少数意見の留保、な

し。２、審査年月日、平成21年11月26日

（木）午前11時25分から午後０時12分。３、

審査経過及び結果、審査結果は全員賛成によ

り可決すべきものと決した。 

 議案第58号の中で出ました質疑答弁につい

て幾つかご紹介いたします。 

 委員、職員の健康を考えれば代休的なもの

は前々からとらせることになっているはずで

あったと思うが。 

 当局、振りかえ勤務命令は休日、祝日に町

外で勤務するとき、また他課、ほかですね、

ほかの課、他課にわたる事業で出勤したと

き、約10の事業について行っている。 

 委員、代休は100％とらせているか。 

 当局、とらせている。 

 委員、12時を回って仕事をしているという

意見が本会議の中でも出ていたが、そういう

ことはどの程度あるか。 

 当局、選挙のとき等、２から３時になるこ

とはある。12時を超えることはほとんどない

が、少しはある。 

 ３つの議案につきまして、以上のような質

疑答弁がございました。詳しくは後日まとめ

て皆様にお配りをさせていただきます。 

 以上です。どうぞよろしくお願いします。 

○議長（熊谷直行） 以上で総務常任委員会

委員長服部千秋議員の報告は終わりました。 

 これから委員長報告に対する質疑、討論、

採決を行います。 

 方法については、議事の都合により１議案

ごとに行います。 

 まず、上程中の議案第56号太子町特別職の

職員の給与に関する条例の一部を改正する条

例の制定について、これから委員長報告に対

する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（熊谷直行） 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（熊谷直行） 討論なしと認めます。 

 これから議案第56号を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。本

案は委員長の報告のとおり決定することに賛

成の方は挙手願います。 

（挙手多数） 

○議長（熊谷直行） 挙手多数です。したが

って、議案第56号は委員長の報告のとおり可

決されました。 

 次、上程中の議案第57号太子町教育委員会

教育長の給与等に関する条例の一部を改正す

る条例の制定について、これから委員長報告

に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（熊谷直行） 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（熊谷直行） 討論なしと認めます。 
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 これから議案第57号を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。本

案は委員長の報告のとおり決定することに賛

成の方は挙手願います。 

（挙手多数） 

○議長（熊谷直行） 挙手多数です。したが

って、議案第57号は委員長の報告のとおり可

決されました。 

 次、上程中の議案第58号一般職の職員の給

与に関する条例等の一部を改正する条例の制

定について、これから委員長報告に対する質

疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 佐々木総務部長。 

○総務部長（佐々木正人） 申しわけござい

ません。 

 先ほどの議案第58号一般職の職員の給与改

正の関係でございますが、私服部議員より質

問がありましたときに、月60時間を超える時

間勤務の対象者人数が何名かというお尋ねが

ございました。そのときに答弁としまして約

40名というお答えをさせていただきました

が、これは20年度においては20名、21年度

11月現在において15名という数字でございま

す。訂正をお願いしたいと思います。 

○議長（熊谷直行） ただいま総務部長から

午前中の答弁の訂正がございました。ご確認

をお願いしたいと思います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（熊谷直行） 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（熊谷直行） 討論なしと認めます。 

 これから議案第58号を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。本

案は委員長の報告のとおり決定することに賛

成の方は挙手願います。 

（挙手多数） 

○議長（熊谷直行） 挙手多数です。したが

って、議案第58号は委員長の報告のとおり可

決されました。 

 これで本日の日程は全部終了しました。 

 会議を閉じます。 

 平成21年第７回太子町議会臨時会（第

422回町議会）を閉会します。 

（閉会 午後１時57分） 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

議長あいさつ 

○議長（熊谷直行） 閉会に当たりまして、

一言ごあいさつを申し上げます。 

 議員各位の格別のご精励を賜りまして、今

臨時会に付議されました案件のすべてを滞り

なく議了することができましたことは、町政

のためまことにご同慶にたえません。ここに

謹んで議員各位のご精励とご協力に対しまし

て、衷心より敬意と謝意を表する次第でござ

います。 

 しばらくすれば師走となってまいります

が、議員各位におかれましては、この上とも

健康に留意されまして、町政伸展のため一層

のご精励を賜りますようお願い申し上げまし

て、まことに簡単措辞ではございますが、閉

会のあいさつとさせていただきます。ありが

とうございました。 

 町長。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

町長あいさつ 

○町長（首藤正弘） 平成21年第７回太子町

議会臨時会（第422回町議会）を閉会される

に当たりまして、一言ごあいさつを申し上げ

ます。 

 本日の臨時会におきましては、付議案件に

つきまして適切に議決いただきましたことに

深く感謝を申し上げる次第であります。 

 寒さ厳しい時節となりましたが、議員各位

におかれましては、ご健康に十分留意いただ

き、町行政のさらなる振興に一層のご理解と

ご協力を賜りますようお願い申し上げ、臨時

町議会の閉会に当たりましてのごあいさつと

させていただきます。どうもありがとうござ

いました。 
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